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日付つム年つdqu 
和昭一
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一
一
お
こ
り
…

一
国
民
体
育
大
会
は
、
終
戦
後

;
一
国
民
意
気
の
消
沈
を
黙
視
す
る

路
間
一
に
忍
び
ず
当
時
の
中
堅
ス
ポ

I

J
s
-
-

ツ
マ
ン
の
提
唱
に
よ
り
、
国
民

一
の
気
力
を
高
揚
し
よ
う
と
企
て

一
ら
れ
た
の
が
そ
の
起
り
で
あ
っ

圃
ミ
一
て
、
昭
和
二
十
一
年
に
第
一
回

Fμ
一
が
開
催
さ
れ
て
か
ら
回
を
重
ね

一
る
こ
と
十
二
回
、
今
や
第
十
三

一
回
を
迎
え
る
わ
け
で
す
。
そ
れ

.
一
は
戦
前
の
明
治
神
宮
競
技
大
会

士
ト
一
の
精
神
的
性
格
と
国
際
的
運
営

』
一
と
か
ら
脱
却
し
て
新
し
い
観
点

一
に
た
ち
、
深
く
内
省
し
た
文
化

一
的
再
建
意
欲
の
発
動
か
ら
、
当

降
恒
三
時
の
大
日
本
体
育
会
〈
現
在
の

ad
一
日
本
体
育
協
会
)
に
よ
っ
て
唱

一
導
さ
れ
、
国
民
の
体
育
大
会
と

一
し
て
発
足
し
ま
し
た
。
そ
の
趣

一
回
目
と
す
る
と
こ
ろ
は
、
広
く
園

箇
ご
民
の
聞
に
ス
ポ
ー
ツ
を
振
興
し

•• 

一
て
そ
の
普
及
発
達
と
ア
マ
チ
ユ

一
ア
ス
ポ
ー
ツ
精
神
の
高
揚
を
図

一
り
、
併
せ
て
国
民
の
健
康
を
増

一
進
し
、
そ
の
生
活
を
明
朗
に
し

一
ょ
う
と
す
る
も
の
で
、
ス
ポ

l

一
ツ
の
広
い
基
盤
を
育
成
し
よ
う

一
と
す
る
も
の
で
す
。

一
で
は
第
一
回
か
ら
順
を
追
っ

川
ゾ
一
て
大
会
の
状
況
を
調
べ
て
み
ま

引
和
一
す
と
、

月
吻
一
第
一
回
大
会
〈
参
加
人
員
五
、

制
糊
一
三
七
七
人
〉

U
種
一
京
都
を
中
心
に
近
畿
地
方
一

和
三
一
円
で
開
催

畑
山
市
一
戦
災
を
ま
ぬ
が
れ
た
京
都
中

心
に
戦
後
の
疲
弊
し
た
人
心

生
活
を
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
っ
て

復
興
建
設
の
精
神
的
糧
と
し

た。

第
=
回
大
会
〈
参
加
人
員
一

四
、
二
ハ
二
人
〉

石
川
県
金
沢
市
を
中
心
配
し

て
開
催
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H

i国体の 1

1あらまし i

年
々

充
実
3
れ
3
国
体

H

沿

革

と

大

会

一
一
こ
の
た
び
、
県
下
二
十
一
会
場
を
舞
台
に
熱
戦
を
繰
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
る
国
民
体
育
大
会
ニ

一
一
と
は
ど
ん
な
こ
と
で
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
か
、
そ
の
沿
革
に
つ
い
て
述
べ
て
み
ま
ニ

-

一

し

よ

う

。

ニ

(1) 

第
一
回
の
成
果
に
鑑
み
、
北

陸
地
方
巡
幸
中
の
陛
下
を
お

迎
え
し
て
戦
後
初
め
て
仰
い

だ
日
の
丸
の
旗
に
祖
国
の
姿

と
涙
と
共
に
呼
び
覚
ま
し
、

自
ら
の
信
義
と
礼
節
が
保
た

れ
、
い
た
わ
り
励
ま
し
合
い

和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
に
温

健
思
想
秩
序
を
尊
ぶ
風
を
育

て
た
感
激
の
大
会
。

一天
皇
杯
皇
后
杯
を
授
与
一

大
会
旗
が
リ
レ

l
…

第
三
回
大
会
(
参
加
人
員
一

七
、
二
二
九
人
〉

九
州
福
岡
県
で
開
催

こ
の
大
会
か
ら
名
実
共
に
国

体
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
と
な

り
参
加
人
員
一
躍
二
万
に
及

び
、
総
合
優
勝
府
県
に
天
皇

杯
、
同
じ
く
女
子
優
勝
に
は

皇
后
杯
が
授
与
さ
れ
、
そ
の

内
客
の
充
実
を
見
る
に
至
っ

た
o

競
技
ル
ー
ル
も
整
い
、

ま
た
大
会
旗
が
前
回
の
開
催

地
か
ら
リ
レ
ー
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。

第
四
回
大
会
ハ
参
加
人
員
一

五
、
五

O
五
人
〉

東
京
で
行
わ
れ
東
京
都
と
日

本
体
育
協
会
が
共
催
し
、
同

W

住
宅
金
融
公
庫
の
建
築
資
金
民

叫
貸
付
が
打
切
り
に
な
り
ま
す
刈

住
宅
金
融
公
庫
で
は
、
さ
き
に

擢
災
者
の
住
宅
建
築
資
金
の
借

入
申
込
者
に
三
十
一
年
度
予
算

の
災
害
特
別
枠
で
北
陸
銀
行
を

通
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
貸
付
の
仮
承

認
を
通
知
し
ま
し
た
。
こ
の
通

知
を
受
け
ら
れ
た
方
で
、
住
宅

設
計
審
査
申
請
手
続
及
び
貸
付

契
約
を
終
え
ら
れ
た
方
に
は
、

現
在
順
次
こ
の
資
金
の
貸
付
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
北
陸
銀
行
か
ら
昨
春

来
貸
付
の
仮
意
認
通
知
を
受
け

ら
れ
た
ま
ま
未
だ
爾
後
の
設
計

審
査
申
請
手
続
と
貸
付
契
約
を

し
て
い
な
い
方
が
多
い
の
で
、

災
害
に
よ
る
特
殊
事
情
か
ら
、

こ
の
手
続
を
今
日
ま
で
猶
予
さ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
今
回
住
宅

金
融
公
庫
で
は
、
さ
き
の
仮
承

認
は
川
三
十
一
年
度
の
特
別
貸

体
協
が
直
営
し
た
。

会
場
ぬ
い
右
以
ろ
の
関
係
で

東
京
都
り
ほ
か
神
奈
川
、
千

葉、

・埼
玉
川
山
梨
の
四
県
に

・及
び
特
に
開
会
式
に
初
め
て

天
皇
、
皇
后
両
陛
下
を
お
迎

え
し
て
神
宮
外
苑
ラ
グ
ビ
ー

場
で
行
わ
れ
た
。

第
五
回
大
会
〈
参
加
人
員
一

七
、
八

O
四
人
〉

昭
和
二
十
五
年
愛
知
県
下
で

，行
わ
れ
、
本
大
会
か
ら
両
陛

下
が
正
式
に
開
会
式
御
臨
席

を
い
た
だ
く
先
例
が
開
か
れ

た
。
終
戦
の
年
か
ら
五
年
を

経
て
お
り
、
独
立
国
へ
の
体

勢
確
立
を
急
ぎ
つ
つ
あ
っ
た

時
期
で
、
八
万
の
観
衆
を
φ

集

め
た
瑞
穂
競
技
場
は
、
陛
下

の
お
言
葉
に
感
激
、
見
る
者

知
る
者
を
喜
ば
せ
た
。

参
加
県
並
び
に
関
係
各
市
は

こ
の
大
会
に
三
億
一
千
万
円

主
投
じ
て
新
設
会
場
一
九
ケ

所
を
用
い
、
入
念
な
準
備
を

な
し
、
文
部
省
も
主
催
者
の

一
員
に
加
わ
る
こ
と
に
な
っ

た。

一冬
、
夏
、
私
季
大
会
k

aA
f
け
る
・…

第
六
回
大
会
(
参
加
人
員
一

五

、

六

三

七

人

〉

一

大
会
は
平
和
都
市
と
し
て
復

一

興
を
急
ぐ
広
島
市
を
中
心
に
一

広
島
県
下
六
都
市
と
山
口
、
一

¥.
鳥
取
の
二
県
に
わ
た
っ
て
開
一

か
れ
た
。
両
陛
下
に
は
速
く
一

離
れ
た
大
会
に
か
か
わ
ら
ず
一

御
臨
席
に
な
っ
た
0

・

一

主
会
場
の
広
島
市
は
最
も
ひ
一

ど
い
戦
災
地
で
大
会
準
備
に
一

困
難
を
極
め
た
が
、
関
係
者
一

の
熱
意
と
努
力
に
よ
り
予
想
一

以
上
に
整
備
、
円
滑
な
運
営
一

簡
素
の
中
に
も
突
の
あ
る
施
一

設
、
事
情
の
こ
も
っ
た
大
会

で
あ
っ
た
。

な
お
こ
の
大
会
か
ら
参
加
四

六
都
道
府
県
の
一
体
協
旗
が

ス
タ
ジ
ア

ム
に
掲
げ

ら
れ
、
閉

会
式
に
は

各
府
県
代

表
に
贈
呈

さ
れ
る
と

云
う
画
期

的
な
催
し

が
行
わ
れ

た。本
大
会
か

ら
国
体
を

冬
季
、
夏

季
、
秋
季

の
三
つ
に

分
け
、
小

県
と
大
県

の
実
力
の

パ
ラ

γ
ス

を
と
る
た

め
参
加
一

付
に
か
か
る
予
算
で
あ
り
、
三

十
二
年
度
も
余
す
と
こ
ろ
僅
か

と
な
っ
た
現
在
、
資
金
操
作
上

支
障
が
で
て
、
こ
れ
以
上
手
続

を
引
き
の
ば
す
こ
と
は
、
許
さ

れ
な
く
な
っ
た
の
で
、
仮
承
認

の
あ
る
方
で
次
の
手
続
を
終
え

て
い
な
い
方
は
、
貸
付
の
仮
承

認
を
取
消
さ
れ
る
と
と
に
な
り

ま
し
た
。

従
っ
て
さ
き
に
仮
承
認
を
う

-

一

ー

一

き
き
に
十
二
月
一
日
発
行
の
二
、
建
設
の
場
所

け
て
資
金
の
借
入
を
希
望
す
る
一

一

一-本
紙
で
募
集
し
ま
し
た
昭
和
三

一

市
内
住
吉
ハ
西
魚
津
駅
前
〉

方
は
、
直
ち
に
次
の
毛
続
を
期
一
十
二
年
度
分
譲
住
宅
ハ
一
五
戸
〉

一
一
、
規
模
お
よ
び
構
造

日
ま
で
に
し
て
下
さ
い
。
一
に
つ
い
て
は
、
そ
の
後
申
込
者

一

イ
、
木
造
瓦
葺
平
屋
建

2

1

二
月
二
十
八
日
ま
で
に
融
一
の
書
類
審
査
の
結
果
、
不
適
格

一

戸
建
〉

資
住
宅
設
計
審
査
申
請
書
を
一
者
が
出
た
た
め
、
住
宅
二
戸
に

一

ロ
、
一
戸
当
り
建
物
坪
数

市
役
所
建
築
課
へ
提
出
し
合
一
つ
い
て
再
び
募
集
す
る
こ
と
に

一

二
二
、
五
坪

格
判
定
書
を
受
け
る
こ
と
。
一
な
り
ま
し
た
。

一

ハ
、
一
戸
当
り
敷
地
坪
数

乞
三
月
十
日
ま
で
に
北
陸
銀
一
購
入
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

一

六
六
、
四
二
坪
ハ
平
均
〉

一
次
の
こ
と
に
御
留
意
の
上
、
至
二
、
ご
戸
当
り
分
譲
価
格

行
魚
津
支
庖
で
貸
付
契
約
の
一
急
市
建
築
謀
に
申
込
み
し
て
下

一

敷
地
を
含
め
六
三

O
、

0
0

手
続
を
終
え
る
こ
と
o

一
さ
い
。

一

O
円

分

譲

住

宅

購

入

希

望

者

を

募

集

六
都
道
府
県
以
下
ゐ
種
目
は

天
皇
杯
、
皇
后
杯
の
得
点
計

算
の
対
象
と
し
な
い
こ
と
に

な
っ
た
。

一沖

縄

が

参

加

…

第
七
回
大
会
〈
参
加
人
員
一

九、

O
九
二
人
〉

冬
季
大
会
の
ス
ケ
ー
ト
を
日

光
、
ス
キ
ー
を
小
樽
、
夏
季

は
水
上
競
技
を
宇
都
宮
、
ヨ

ッ
ト
は
宮
城
県
松
島
で
行
い

秋
季
大
会
は
福
島
、
宮
城
、

山
形
の
三
県
下
で
開
催
さ
れ

た。本
大
会
は
国
民
待
望
の
国
の

独
立
が
実
現
し
、
十
六
年
振

り
に
オ
リ

γ
ピ
ッ
ク
参
加
が

実
現
す
る
な
ど
国
民
、
特
に

一

ス
ポ
ー
ツ
関
係
者
に
意
義
深

一

い
年
で
あ
っ
た
。
殊
に
は
じ

一

め
て
沖
縄
の
参
加
が
あ
っ
て

異
彩
を
放
っ
た
。

文
化
的
に
低
く
気
分
的
に
暗

い
と
さ
れ
て
い
た
東
北
三
県

に
お
い
て
、
参
加
者
側
も
運

営
者
側
も
甚
だ
不
便
と
恐
れ

ら
れ
て
い
た
が
、
大
会
は
広

範
囲
に
わ
た
っ
た
と
は
云
え

運
営
は
ス
ム
ー
ス
で
関
係
者

の
努
力
と
関
係
機
関
の
緊
密
一
季
〈
ス
キ
ー
を
除
く
〉

夏
、

な
協
力
の
ほ
ど
が
思
い
や
ら

一

秋
季
の
大
会
を
遠
く
沖
縄
を

れ

た

。

一

始

め

と

し

て

全

国

一

四

、

O

第

八

回

大

会

(
参
加
人
員
二

一

0
0余
名
の
選
手
役
員
を
迎

二
、
六
八
八
人
〉

一

え
て
、
天
地
の
利
と
人
の
和

一

の
も
、と
に
華
々
し
く
全
日
程

四
国
四
県
に
会
場
を
分
散
し

一一
を
予
期
以
上
の
成
果
を
牧
め

て
行
わ
れ
た
o

一

て
終
了
し
た
o

特
に
両
陛
下

海
を
へ
だ
て
た
四
国
は
文
化

一

を
始
め
各
宮
殿
下
の
御
臨
席

に
恵
ま
れ
て
い
な
い
土
地
で
一
を
仰
ぎ
親
し
く
激
励
の
御
言

あ
り
、
特
に
ス
ポ
ー
ツ
施
設

一

葉

を
賜
わ
っ
た
。
四
五

O
万

が
遅
れ
て
い
る
の
で
、
こ
の

一

道

民
の
無
上
の
感
激
は
申
す

機
会
に
整
備
し
た
い
と
い
う
一
ま
で
も
な
く
、
参
加
関
係
者

気
分
が
全
四
国
に
渡
っ
た
。
一
の
感
涙
を
し
ぼ
っ
た
。

準
備
に
は
骨
が
折
れ
た
が
、
一
北
海
道
の
特
殊
性
に
理
解
と

一

協
力
を
与
え
て
全
面
的
に
ス

会
場
県
で
は
国
体
の
も
つ
意

一一

ポ

1
ツ
シ
ー
ズ
ン
を
繰
上
げ

設
と
地
方
で
行
わ
れ
る
特
点

一

残

暑

厳
し
い
八
月
下
旬
に

を
よ
く
理
解
し
、
地
方
財
政

一

秩
季
大
会
を
万
難
を
排
し
、

の
窮
乏
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

一

長
途
津
軽
の
海
を
越
え
て
四

こ
の
空
前
の
大
事
業
を
完
遂

一

十

二
会
場
に
繰
り
ひ
ろ
げ
ら

し
、
ス
ポ
ー
ツ
の
持
つ
「
良

一

れ
た
。
総
合
開
発
途
上
に
あ

さ
」
を
十
分
知
ら
し
め
、
文
一
る
北
海
道
に
多
大
の
一万
標
を

化
的
生
活
の
向
上
と
、
社
会

一

与
え
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

の
健
全
明
朗
化
に
資
す
る
こ
一

i

一一
新
し
い
国
体
の
あ
り
方

…

と
大
な
る
も
の
が
あ
っ
た
一

第
九
回
大
会
(
参
加
人
員
二
第
十
回
大
会
〈
参
加
人
員
一

六
、
三

O
O人
〉

一

三

、

0
0
0人〉

北
海
道
の
七
市
に
お
い
て
冬
一
冬
季
大
会
の
ス
ケ
ー
ト
は
長

航

海

安

全

を

祈

り

出

漁

願

魚
津
市
出
漁
団
ハ
団
員
約
七

O

O
名
〉
で
は
、
二
月
二
十
日
過

ぎ
か
ら
、
北
海
道
方
面
ヘ
出
発

す
る
団
員
も
あ
り
、
こ
と
し
の

出
漁
者
の
航
海
安
全
と
大
漁
を

祈
願
し
、
団
員
の
壮
行
会
を
ひ

ら
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

な
長
本
年
は
、
出
漁
団
が
発
足

し
て
五
年
目
に
当
る
の
で
、
団

二
、
申
込
資
格

ィ
、
申
込
者
の
月
牧
が
一
ケ

月
二
二
、

0
0
0円
以
上

ハ
税
込
み
V

で
あ
る
こ
と
。

ロ
、
貸
付
金
の
償
還
に
つ
い

て
確
実
な
保
証
人
二
人
を

立
て
ら
れ
る
も
の
。

ハ
、
予
約
金
二

O
O、
0
0

0
円
を
契
約
と
同
時
に
納

入
で
き
る
も
の
。

な
お
、
申
込
み
受
付
期
間
は

建
築
課
ま
で
=
月
=
十
八
日
ま

で
と
七
、
先
着
順
に
書
類
に
つ

い
て
審
査
し
ま
す
。
そ
の
他
詳

細
に
つ
い
て
は
市
建
築
課
に
お

問
合
せ
下
さ
い
。

二

月 一馴

悠
/.1、

二

十

日

に

執
行
規
定
に
基
き
、
同
一
業
務

主
に
五
ヶ
年
以
上
勤
続
し
た
者

約
四

O
名
を
表
彰
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

一
、
日
時
=
月
三
十
一
日
ハ

金
〉
午
後
二
時
ハ
団
員
は
午

後
一
時
半
》

二
、
場
所
大
町
小
学
校
講
堂

な
お
、
出
漁
団
で
は
、
団
員
名

今
月
の
脳
陣
婦
検
診

す
こ
や
か
な
赤
ち
ゃ
ん
を
生
む

た
め
に
、
雄
婦
検
診
を
受
け
ま

Y
レ
ト
A
F
R
J
O

今
月
の
診
察
日
は
=
月
=
+
一

日
午
後
一
時
か
ら
魚
津
保
儲
闘

で
行
い
ま
す
。

寄

付

四、

0
0
0円

下
タ
町
浜
崎
昭
真
内

弘
法
大
師
堂
金
剛
会

(
社
会
福
祉
援
護
金
と
し
て
〉

六

O
O円
上

町

一

区

ハ
歳
末
援
護
金
分
と
し
て
〉

簿
及
び
団
費
ハ
船
頭
三

O
O円

一
般
二

O
O円
》
を
最
寄
役
員

ま
た
は
水
族
館
内
係
員
ま
で
提

出
を
求
め
て
い
ま
す
。

天
測
航
法
指
導
講
習
会

聞
く

市
及
び
出
漁
団
で
は
、
漁
船
乗

組
員
の
技
術
向
上
と
、
学
問
的

智
識
の
普
及
に
つ
と
め
て
い
ま

す
が
、
こ
の
た
び
、
高
島
清
三

郎
先
生
を
お
迎
え
し
て
、
太
陽

や
星
の
高
度
測
定
に
よ
っ
て
、

船
の
位
置
を
求
め
る
天
測
航
法

指
導
講
習
会
を
、
二
月
三
日
か

ら
二
月
二
十
三
日
ま
で
毎
晩
水

族
館
で
聞
い
て
い
ま
す
。

受
講
者
三
十
名
は
熱
心
に
講
議

と
取
組
ん
で
研
修
に
つ
と
め
て

い
ま
す
。

な
お
、
来
年
一
月
、
乙
種
二
等

航
海
士
(
機
関
土
)
養
成
講
習

会
及
び
乙
種
一
等
航
海
士
(
機

関
土
)
以
下
の
臨
時
国
家
試
験

が
聞
か
れ
る
予
定
で
、
乗
船
履

歴
そ
の
他
の
受
講
準
備
を
、
今

か
ら
す
す
め
ら
れ
よ
う
望
ん
で

い
ま
す
。

くの給で七差の種な確 τ 用まる方訴所間たる知かおで所外ても色 下ま混は
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野
県
、
ス
キ
ー
は
北
海
道
旭

川
で
開
催
し
、
夏
季
大
会
は

神
奈
川
県
鎌
倉
、
葉
山
、
相

模
湖
で
水
、
泳
、
ヨ
ッ
ト
、
漕

艇
を
行
い
、
三
会
場
と
も
新

し
い
施
設
を
使
用
し
て
盛
会

に
終
了
し
た
。

十
回
大
会
は
各
ア
ロ
ッ
ク
を

一
巡
し
た
後
、
新
し
い
構
想

の
と
に
立
っ
た
も
の
で
あ
っ

て
従
来
競
技
の
み
で
あ
っ
た

も
の
が
、
更
に
公
開
演
技
と

研
究
協
議
の
二
つ
が
実
施
内

容
ど
し
て
加
り
、
こ
れ
を
一

県
内
で
開
催
す
る
画
期
的
な

大
会
に
対
し
て
新
設
二
十
六

改
修
二
十
六
の
計
五
十
二
の

施
設
を
準
備
し
て
神
奈
川
県

下
一
円
で
行
わ
れ
新
し
い
国

体
の
方
向
を
示
し
、
意
義
深

い
感
銘
を
与
え
た
。

第
十
一
回
大
会

冬
季
大
会
の
ス
キ
l
、
ス
ケ

ー
ト
は
青
森
県
に
お
い
て
開

催
、
夏
季
大
会
は
兵
庫
県
西

ノ
宮
市
甲
子
園
プ
l
ル
に
お

い
て
水
泳
、
西
ノ
宮
港
で
ヨ

ッ
ト
競
技
、
相
生
市
相
生
惑

に
お
い
て
漕
艇
競
技
を
開
催

し
、
各
会
場
と
も
に
好
天
に

恵
ま
れ
極
め
て
盛
会
裡
に
終

了
L
た。

秋
季
大
会
は
十
月
二
十
八
日

か
ら
神
戸
市
を
は
じ
め
と
し

て
県
下
十
三
都
市
に
お
い
て

二
十
六
種
目
四
十
五
会
場
に

ま
た
が
っ
て
華
々
し
く
開
催

さ
れ
た
。

第
+
=
回
大
会

静
岡
県
及
び
浜
松
市
に
お
い
・

て

(
夏
、
秋
季
)
行
わ
れ
、
一

風
土
気
候
に
恵
ま
れ
た
十
八
一

会
場
は
施
設
の
完
備
と
と
も
一

に
予
期
以
上
の
成
果
を
お
さ
一

め
、
.
フ
ロ
ッ
ク
制
を
廃
し
県
-

単
位
に
開
催
さ
れ
て
か
ら
三
一

年
目
で
あ
り
、
関
係
者
の
協
一

力
と
交
通
機
関
の
運
営
は
特
一

に
良
く
何
の
支
障
も
な
く
終

了
し
た
。

第
十
三
回
大
会

富
山
県
下
二
十
一
会
場
に
お

い
て
十
月
十
九
日
か
ら
五
日

間
の
予
定
を
も
っ
て
開
催
さ

れ
る
。

F 

(魚
津
税
務
署〉



-
お
友
達
と
仲
よ
く
遊
べ
る

よ
ろ
に
し
て
お
く
こ
と
ひ

マ
右
と
左
が
・は
っ
き
り
い
え
な

く
て
も
正

L
く
道
が
歩
け
る

よ
う
、
車
の
よ
け
方
な
ど
に

つ
い
て
も
実
際
歩
き
な
が
ら

教
え
て
学
校
ま
で
の
往
復
の

道
を
歩
き
な
批
さ
せ
て
お
く

れ
、
お
菓
子
の
お
け
ま
え
、
こ
と
冶

知
友
達
と
の
遊
び
め
中
な
w

以
上
の
こ
と
が
良
く
，で
き
て
い

で
V

十
位
・ま
で
扱
匂
て
お
く

一
て
も
、
明
る
い
楽
し
い
学
校
生

ζ

色
・o

一活
が
で
き
る
た
め
に
は
、
身
体

・
す
す
ん
で
や
ろ
う
と
す
る

一
の
準
備
が
何
よ
り
も
大
切
な
の

気
持
を
大
切
に
の
ば

L
て
お

一
で
、
入
学
ま
で
の
準
備
と
し
て

く
乙
と
-o

伝
染
病
や
皮
膚
病
や
虫
歯
な
ど

(2) 
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続
入
学
児
童
ぶ
-
』
ん
な
注
意
か

報広粛津魚昭和33年 2月 1'5日発仔C第133号分

た
と
き
と
か
、
夜
寝
前
と
か

適
当
に
き
め
て
学
校
で
行
か

な
・く
て
も
す
台
よ
う
に
習
慣

づ
貯
て
お
く
こ
と
。

-
ひ
と
り
で
こ
ぼ
さ
ず
に
人

並
な
時
間
に
食
事
が
で
き
、

あ
ま
り
偏
食
も
し
な
い
よ
う

に
し
て
お
く
こ
と
。

-
ひ
と
り
で
着
物
を
脱
い
だ

り
着
た
り
で
き
る
よ
う
に

L

て
お
く
こ
と
。

-nvι
り
で
寝
起
き
が
で
き

て
あ
い
さ
つ
も
で
き
る
よ
う

に。
-
食
前
の
手
洗
い
、
食
後
の

う
が
い
、
用
便
後
の
手
洗
い

な
ど
清
潔
に
関
す
る
習
慣
を

9
け
て
お
く
ζ

と。

マ
学
習
の
も
と
に
な
る
し
つ
け

と
し
て

・
熱
心
に
話
を
聞
く
こ
と
、

呼
ば
れ
た
ら
は
っ
き
り
返
事

が
で
き
る
ζ

と
は
勿
論
、
見

た
こ
と
、
例
え
た
こ
と
、
思

州
J

た
ζ

色
を
は
フ
き
り
言
え

る
よ
う
に

L
て
お
く
。

-
文
字
に
つ
い
て
は
、
持
ち

物
に
は
っ
き
り
名
前
を
つ
け

て
自
分
め
名
前
の
克
わ
け
が

つ
く
よ
う
に
、
自
分
の
物
に

対
す
る
関
心
を
持
つ
よ
う
に

し
て
お
く
ζ

と。

-
数
に
つ
い
て
は
目
常
生
活

の
中
で
実
物
に
卸
し
て
極
く

自
然
に
(
茶
、
わ
必
の
出
し
入

新

中

卒

業

生

進

学

就

職

状

況

の

赤
ち
ゃ
ん
の

E
常
な
発
育
の
党
め
に

り

ま

し
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.~ I I ユ よ 歴だ り長会 ・番 なロ -，い間日 .込
I -1 り F史 よ 11 だ組つグスま、十

が
目
立
勺
て
い
ま
す
冶

ζ
市
い
?
た
犯
罪
な
ど
の
多
発

原
因
に
は
い
る
い
る
と
あ
り
ま

L
ょ
う
が
、
と
に
か
く
『
わ
が

家
v

わ
が
町
を
わ
が
手
で
守
る

」
.と
い
う
自
主
防
犯
が
て
ん
で
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ほ
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で
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職
場
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ぐ

る
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の
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押
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め
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犯
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か
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あ
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を
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づ
い
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お
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で
し
ょ
う
。
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仇
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熱
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協
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。
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と
も
な
っ
て
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い
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防
犯
活
動
の
重
点
目
標
を
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盗
犯
予
防
措
置
の
強
化

工

迅

速

な

被
害
届
出
の
励
行
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現
場
保
存
め
徹
底

ι
青
少
年
の
補
導

丘
組
織
機
構
及
び
器
材
関
係

の
整
備
充
実

に
お
き
、
肪
犯
診
断
、
夜
瞥
な

ど
の
励
行
あ
る
い
は
防
犯
連
絡

所
〈
二
、
三

O
戸
位
に
つ
き
-

箇
所
設
置
が
適
当
U

防
犯
灯
の

設
置
な
ど
実
践
的
活
動
を
お
り

こ
ん
だ
事
業
計
画
を
速
か
に
た

て
ら
れ
る
と
と
も
に
、
で
き
る

限
り
必
要
経
費
の
財
源
を
得
て

剖
画
的
な
自
主
防
犯
活
動
を
強

力
に
押
し
進
め
て
犯
罪
防
止
に

積
極
的
な
御
協
力
を
し
て
い
た

だ
き
た
い
も
の
で
す
。
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